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１．研究の背景と目的 
 住民など多様な立場の人々がまちづくりや計画に参加

し、相互作用する方法としてワークショップがある。近

年、自治体などが主体となって「住民参加」「住民とのパ

ートナーシップ」への模索としてワークショップを用い

ることが多い。単なる相互のコミュニケーションの場と

してばかりでなく、ある方向性を見出すために重要な役

割を担っている。 
 とりわけ、まちづくりにおけるワークショップにおい

ては、都市的土地利用、建物用途、緑の活用やイメージ

などのビジョンを発信する各自治体が、住民への情報公

開や意見交換の場として利用することも少なくない。ワ

ークショップの形式としては、紙やペン、模型などの手

法が一般的に用いられている。一方で、ＩＴを活用した

ＶＲ（バーチャルリアリティ）システムやＧＩＳ（地理

情報システム）の技術は、被験者自らが条件を変えなが

ら観察でき、かつ、インタラクティブに反映できるシス

テムとして有効である。まちづくりや開発事業などのワ

ークショップで重要になってくるのは、参加者との「イ

メージ共有」の形成であり、このような視覚情報はまち

づくりの場面では成否の鍵を握っているといえる。 
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 既往研究にはＶＲやＧＩＳを用いたワークショップの

実践的研究1)2)3)4)や模型を用いたデザインゲームによるワ

ークショップ5)などがあるが、建物・緑景観の操作も含め

た上で、一体的に空間を評価するためのシステムを用い

た例はみられない。そこで、本研究では、まちのイメー

ジを一体的に操作、観察できるＶＲシステムを利用し、

住民と「イメージ共有」を行うことを目的に、その有効

性と課題を明らかにする。なお、本研究で利用するＶＲ

システムは昨年度の手嶋らによる「ＶＲを用いた緑地景

観評価システムの構築と検討」の研究6)で用いたものを応

用したものである。したがって、研究対象地区は同じく、

大分県大分市の大分駅周辺地区である。大分駅周辺地区

は、大分駅周辺総合整備事業の対象地区である。 
 
２．大分駅周辺地区のまちづくり活動 
 現在、大分県大分市で実施されている大分駅周辺総合

整備事業は、「大分駅付近連続立体交差事業」、「大分駅南

土地区画整理事業」、「庄の原佐野線等関連街路事業」を

三位一体の事業として位置づけ、大分駅周辺の総合的な

まちづくりを推進し、さらには県都の顔としての市街地

の一体的な再整備を行っている事業である。そのような

なかで、当研究室は大分駅南地区に市民との協働の場で

ある「まちなか研究室」7)を開設した。まちなか研究室は

大分県内でとり組まれているまちづくりについて、住

民、行政と大分大学の研究体制とを連携することによ

り、さらなる発展の方向性を探り、今後のまちづくり

に大学として貢献することを目的としており、特に大

分駅南地区の地域住民との交流の拠点、新しいまちに対

する意見や希望を直接感じることができることを利点と

している。これまで、まちなか研究室が実施したまちづ

くり活動を表 1 に示す。特に、ワークショップは住民参

加・意見交換の場として、大分駅南地区のまちづくり活

動の重要な一端を担っている。 
 
表 1．大分駅南地区におけるまちづくり活動への住民参加の状況 

 H15.11開設記念式典、講演会 ○ ◇

H15.12駅南地区ポケットパークデザインWS ◆

H16.1 おおいた都心まちづくりWS ◆

ミニ講演会 ○ ◇

H16.2 駅南地区ポケットパークデザインWS ◆

開発した緑の配置検討システム意見交換 ◆

H16.3 大分市まちづくりシンポジウム ● ◆

ミニ講演会 ○ ◇

H16.6 まちづくりミーティング実行委員会 ● ◇

タウンウォッチング、意見交換 ●

H16.7 大分市中心部まちづくり実行委員会＋まちづくりミーティング実行委員会 ● ◇

都心まちづくり講演会 ○ ◇

H16.9 タウンウォッチング、WS、講演会の開催 ● ◇

H16.11大分駅南まちづくり祭 ○ ◇

H16.12まちづくりフォーラム2004 ○ ◆

H17.2 まちのイメージ創造WS ● ◇

まちづくりフォーラム2005 ○ ◇

H ◇
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VR システムの有効性と目的 

研究で利用するＶＲシステムを図 1 に示す。システ

の特徴は、景観構成要素（建物や緑など）を操作しな

ら非専門家がまちの設計行為に直接参加できる評価シ
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ステムであり、建物高さ、緑の配置、樹木の選択、視点

の変更などを行えるものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在の大分駅南地区は、土地区画整理事業により、土

地の変更や減歩をよぎなくされる地権者が多く、まちづ

くりの面からも将来的なイメージを捉えることが急務で

ある。また、地域住民や市民、県民においても大分県都

を担う大分駅周辺地区は、イメージを捉え、まちの新た

なかたちを観察、提案するべき対象であるといえよう。

そこで、インタラクティブなＶＲシステムをワークショ

ップで利用することは、将来的なイメージを捉えやすく

なり、住民同士のイメージ共有、住民と自治体とのイメ

ージ共有を図るうえでは有効であり、大分駅南地区にお

けるワークショップの「鍵」となっている。 
 
４．ワークショップにおける実践的利用 
 実際のワークショップ（図２）は、ＶＲシステムのみ

ならず、模型、地図、ポストイットなどを効果的に使い

進められる。あくまで住民が主体となって、まち全体の

将来的なイメージを捉えること、意見交換、イメージ共

有を図ることを前提としている。ワークショップで得ら

れた意見を以下に示す。 
 
・ 大道・金池線は地下道になるのか？ 
・ 南北にも自動車専用の地下道をつくるべきだ。 
・ 歩行者空間がバリアフリーでよいと思う。 
・ 自動車道路を徹底的に排除するのはよくない。 
・ 地下に大駐車場を作ってはどうか？ 
・ どういった建物用途がよいのか教えてほしい。 
・ 文化施設よりも駅北地区同様、駅南地区にもショッピン

グセンターがほしい。 
・ 駅ビルの形、イメージを早く提示してほしい。 
・ 完全ではないが、将来のイメージがわいた。 
 
以上のような多くの意見が活発に交わされた。 

 
 
 
 
 
 
 
地権者からは建物用途の意見、質問が多く、まちのイ

メージは捉えることができたものの、どういったまちを

作ればよいのか行政側に方向性を提示する要望が寄せら

れ、具体的にまちの方向性を見出す提案を住民側から得

ることができなかった。住民側からの意見、提案が多く

出たのは行政側がインフラ整備について提示したためだ

と考えられる。ある程度具体化された素案に対しての磨

き上げの場合、住民側からの活発な意見を得ることがで

きるといったことが明らかとなった。 
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図１．システムの画面 

５．総括 
 今回のまちづくりワークショップでは、ＶＲシステム

を有効的に利用し、住民のイメージ共有を図った。しか

し、地権者の持つ土地の有効利用まで言及できなかった。

これは、対象街区の空間的イメージを把握できず、建物

用途をどうすればよいのかといった根本的な課題があっ

たためである。そこで、空間、建物のイメージを把握で

きるようなパターンをいくつか用意しておく必要がある

と考えられる。ＶＲシステムの利点であるシミュレーシ

ョンを活用し、今までの土地区画整理事業等の事例や資

料を用いパターンを加えることを今後の課題とする。地

権者は、このようなシミュレーションを体験することで、

より一層空間のイメージを捉えやすくなる。このように

ワークショップを重ねることで、住民とのイメージ共有

が図られる。大分駅南地区全体のまちのイメージを一体

的に把握し、魅力的なものにしていくには必要不可欠で

ある。 
 また、実際のワークショップで得られた意見から、Ｖ

Ｒシステムに対する期待も寄せられた。今後も建物用途

のパターンなどを加えながら、本システムを有効的に利

用する。 
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